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資料１ 市民意識調査及びアンケート調査結果の分析 

 

調査名 調査概要 主な設問 

Ａ－１．在住者 

①調査対象：市内在住の満 20 歳以上の男女 5,000 人 

②抽出方法：住民基本台帳にもとづく層化多段無作為抽出 

③調査方法：郵送配布・郵送回収法 

④調査期間：H24.6.1～6.15 

⑤有効回収数：2,783ss（回収率 55.7％） 

［問 7］さいたま市内の施設･名所等の認知度 

［問 8］さいたま市の魅力 

［問 9-1］さいたま市のイメージ 

［問 9-2］魅力的な都市になるために発展すべき方向 

［問 10］さいたま市の施策や事業の満足度 

［問 17］参加している、または参加したい文化芸術活動 

［問 18］過去 1年間に文化芸術活動をした機会 

［問 19］市内で行いたい文化芸術活動 

Ａ
．
市
民
意
識
調
査 

Ａ－２．在勤者 

①調査対象：市内に勤務する満 20 歳以上の男女 2,000 人 

②調査方法：事業所経由で郵送配布・郵送回収法 

③調査期間：H24.6.1～6.15 

④有効回収数：721ss（回収率 36.1％） 

［問 1］さいたま市内にある施設･名所･特産品などの認知度 

［問 2］さいたま市の魅力 

［問 4-1］さいたま市のイメージ 

［問 4-2］魅力的な都市になるために発展すべき方向 

［問 5-1］さいたま市内へ立ち寄る目的 

Ｂ．文化芸術活動団体調査 

①調査対象：A文化協会加盟団体(48 団体) 

B 対象施設(9 施設)利用団体 

②調査方法：A郵送配布・郵送回収法 

B 直接配布・直接回収法 

③調査期間：H24.7.24～8.6 

④有効回収数：246ss 

［Ｑ1～5］団体の属性[活動内容、会員数、年齢層、活動地域、活動場所] 

［Ｑ6］活動を行う上で困っていること 

［Ｑ7］さいたま市を代表する文化芸術として広く発信すべきもの 

［Ｑ8］文化を活かしたまちづくりを行うために必要な取り組み 

Ｃ．市民文化芸術活動状況調査 

①調査対象：さいたま市在住のネットリサーチモニター 

②調査方法：インターネットによるネットリサーチ 

③調査実施：H24.7 

④回 収 数：300ss 

■回答者属性 

［Ｑ1］市内の文化芸術活動への参加［月 1 回以上、年に数回］ 

［Ｑ2］市外の文化芸術活動への参加［月 1 回以上、年に数回］ 

［Ｑ3］さいたま市で行われる文化芸術活動の課題 

［Ｑ4］さいたま市を代表する文化芸術として広く発信すべきもの 

［Ｑ5］文化を活かしたまちづくりを行うために必要な取り組み 

Ｄ．さいたま市イメージ調査 

①調査対象：さいたま市を除く関東地方在住のネットリサーチモニター 

②調査方法：インターネットによるネットリサーチ 

③調査実施：H24.7 

④回 収 数：700ss 

■回答者属性 

［Ｑ1］さいたま市のイメージ 

［Ｑ2］さいたま市への来訪経験 

［Ｑ3］来訪しない理由 

［Ｑ4］さいたま市を訪れるきっかけとなる活動 
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①市民による評価／さいたま市のイメージ                                 ③市外からの評価：さいたま市のイメージ 

Ａ－１．市民意識調査・在住［問 9-1］    Ａ－２．市民意識調査・在勤［問 4-1］     Ｄ．さいたま市イメージ調査［Ｑ１］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②市民による評価／さいたま市の魅力 

Ａ－１．市民意識調査・在住［問 8］        Ａ－２．市民意識調査・在勤［問 2］ 

 

 

 

 

 

 

 

１．さいたま市のイメージと魅力 ［市民意識調査、さいたま市イメージ調査］ 
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n=

(700) 22.0 4.3 17.1 10.4 7.3 1.9 1.7 1.6 8.3 8.7 25.4 3.6 4.6 0.9 13.6 3.0 4.6 25.0 4.7 25.4

男性 (350) 17.1 4.0 13.1 9.1 3.4 1.7 2.3 1.7 10.0 8.6 26.9 3.7 4.0 1.1 15.1 3.7 3.7 30.0 6.3 25.4

女性 (350) 26.9 4.6 21.1 11.7 11.1 2.0 1.1 1.4 6.6 8.9 24.0 3.4 5.1 0.6 12.0 2.3 5.4 20.0 3.1 25.4

18-21歳 (100) 28.0 12.0 25.0 15.0 6.0 1.0 1.0 8.0 6.0 19.0 5.0 7.0 11.0 4.0 4.0 19.0 3.0 23.0

22-31歳 (100) 22.0 4.0 20.0 8.0 9.0 2.0 10.0 4.0 18.0 1.0 3.0 2.0 14.0 3.0 1.0 27.0 3.0 27.0

32-41歳 (100) 17.0 2.0 17.0 8.0 7.0 1.0 1.0 4.0 6.0 29.0 2.0 3.0 17.0 1.0 8.0 20.0 8.0 28.0

42-51歳 (100) 26.0 1.0 17.0 2.0 7.0 2.0 2.0 2.0 7.0 6.0 20.0 1.0 3.0 16.0 1.0 6.0 17.0 5.0 36.0

52-61歳 (100) 14.0 2.0 16.0 11.0 5.0 2.0 2.0 2.0 7.0 9.0 25.0 5.0 6.0 1.0 10.0 2.0 6.0 31.0 5.0 26.0

62-71歳 (100) 27.0 4.0 15.0 13.0 10.0 2.0 2.0 2.0 15.0 15.0 37.0 7.0 5.0 2.0 13.0 5.0 3.0 33.0 4.0 15.0

72歳以上 (100) 20.0 5.0 10.0 16.0 7.0 4.0 4.0 4.0 7.0 15.0 30.0 4.0 5.0 1.0 14.0 5.0 4.0 28.0 5.0 23.0

毎週1回以上 (12) 16.7 8.3 8.3 25.0 8.3 8.3 8.3 50.0 16.7 8.3 8.3 41.7 8.3 16.7 16.7

毎月1回以上 (31) 9.7 6.5 16.1 22.6 6.5 6.5 6.5 32.3 9.7 41.9 9.7 6.5 19.4 6.5 29.0 3.2 9.7

過去に数回 (423) 22.7 3.3 17.0 10.2 9.0 2.6 1.9 1.7 8.7 11.3 28.8 4.3 5.0 1.2 16.1 3.5 6.1 28.8 5.4 19.4

訪れたことはな
い

(234) 22.6 5.6 17.9 8.5 4.3 0.9 0.9 0.9 4.3 3.8 15.8 0.9 3.4 6.8 2.1 1.7 17.9 3.8 38.9

さいたま市を除
く埼玉県

(84) 16.7 6.0 17.9 22.6 6.0 4.8 3.6 13.1 17.9 32.1 8.3 11.9 1.2 15.5 1.2 4.8 27.4 1.2 14.3

東京都 (268) 26.1 4.1 15.7 8.6 6.3 2.2 1.5 1.1 6.0 8.6 22.0 2.2 4.5 0.7 14.6 2.6 4.5 24.6 5.2 28.4

神奈川県 (173) 30.6 6.9 18.5 5.2 11.0 2.9 0.6 5.2 4.6 21.4 1.7 2.3 0.6 9.2 4.6 4.6 20.2 5.2 29.5

千葉県 (106) 9.4 1.9 16.0 12.3 6.6 1.9 2.8 2.8 8.5 8.5 27.4 4.7 0.9 14.2 2.8 5.7 25.5 5.7 29.2

茨城県 (30) 16.7 23.3 13.3 10.0 10.0 6.7 33.3 3.3 6.7 3.3 26.7 33.3 6.7 10.0

群馬県 (19) 5.3 15.8 15.8 10.5 26.3 10.5 31.6 10.5 10.5 5.3 10.5 5.3 10.5 36.8 5.3 5.3

栃木県 (20) 5.0 20.0 10.0 25.0 10.0 50.0 5.0 5.0 10.0 5.0 35.0 20.0
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全体 -5 ﾎﾟｲﾝﾄ

全体 -10 ﾎﾟｲﾝﾄ

①さいたま市のイメージ  

・市民意識調査において最も多いのは、「交通の利便性が高いまち」で、次いで、「スポー

ツの盛んなまち」。上位の順位について、在住・在勤で大きな違いは見られない。一

方、「文化的なまち・芸術のまち」という回答は、在住 13.7％（18 件中 10 位、前年

度比↑）、在勤 12.5％（18 件中 8位、前年度比↓）で、大きな違いは見られない。 

・市外居住者によるさいたま市のイメージは、市民と比べてそれぞれの割合は低いもの

の、全体的な傾向においては大きな違いは見られない。「文化的なまち・芸術のまち」

は、4.6％で 18 件中 10 位。 

・さいたま市のイメージについて「特に何も思い浮かばない」と答えた市外居住者は、

全体の 25.4％に上る。属性別で特に高いのは、「42-51 歳」（36.0％）、「来訪経験がな

い」（38.9％）、「東京都・神奈川県・千葉県居住者」（28.4～29.5％）。 

②さいたま市の魅力 

・市民によるさいたま市の魅力で最も多いのは、「都心に近い」で、次いで「交通の便

が良い」。「文化施設が多い」は、在住 12.6％、在勤 10.3％で、全体で見ると順位は

低いものの、前年度と比べ上昇している。 

・「コンサートやイベントが多い」は、在住 16.4％、在勤 27.3％と在勤が高くなってい

る。 
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①文化芸術資源の認知度 

Ａ－１．市民意識調査・在住［問 7］           Ａ－２．市民意識調査・在勤［問 1］      

                                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②さいたま市を代表する文化芸術資源として広く発信すべきもの 

 

 

 

                            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．さいたま市を代表する文化芸術資源 ［市民意識調査、文化芸術団体等調査、さいたま市イメージ調査］ 

Ｂ．文化芸術団体等調査［Ｑ７］ 

Ｃ．市民文化芸術

活動状況調査

［Ｑ４］ 
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n=

(300) 48.7 17.7 19.3 61.3 7.7 16.0 21.0 5.0 13.3 3.0 11.7 4.3

男性 (150) 42.7 21.3 15.3 59.3 10.0 17.3 24.7 4.0 16.7 4.7 10.0 2.7
女性 (150) 54.7 14.0 23.3 63.3 5.3 14.7 17.3 6.0 10.0 1.3 13.3 6.0
18-21歳 (50) 24.0 20.0 26.0 42.0 10.0 24.0 26.0 12.0 16.0 4.0 8.0 6.0
22-31歳 (50) 44.0 26.0 28.0 52.0 12.0 8.0 20.0 4.0 16.0 4.0 14.0 0.0
32-41歳 (50) 58.0 20.0 12.0 70.0 2.0 8.0 12.0 4.0 14.0 4.0 4.0 8.0
42-51歳 (50) 48.0 14.0 30.0 62.0 8.0 6.0 28.0 6.0 6.0 2.0 10.0 4.0
52-61歳 (50) 54.0 22.0 4.0 80.0 8.0 28.0 16.0 2.0 8.0 2.0 10.0 4.0
62歳以上 (50) 64.0 4.0 16.0 62.0 6.0 22.0 24.0 2.0 20.0 2.0 24.0 4.0
西区 (25) 72.0 16.0 16.0 64.0 4.0 16.0 24.0 8.0 8.0 4.0 12.0 4.0
北区 (37) 62.2 27.0 13.5 70.3 10.8 13.5 10.8 2.7 5.4 2.7 10.8 2.7
大宮区 (40) 60.0 15.0 17.5 70.0 2.5 17.5 20.0 7.5 2.5 0.0 12.5 7.5
見沼区 (38) 60.5 15.8 28.9 76.3 5.3 15.8 23.7 2.6 13.2 0.0 7.9 2.6
中央区 (21) 38.1 4.8 9.5 47.6 9.5 23.8 23.8 0.0 23.8 9.5 14.3 14.3
桜区 (29) 24.1 24.1 20.7 41.4 13.8 20.7 41.4 3.4 27.6 3.4 24.1 0.0
浦和区 (35) 31.4 14.3 2.9 51.4 11.4 17.1 25.7 11.4 14.3 5.7 8.6 2.9
南区 (38) 42.1 18.4 13.2 60.5 10.5 13.2 15.8 5.3 21.1 0.0 13.2 7.9
緑区 (21) 42.9 14.3 38.1 61.9 4.8 9.5 9.5 0.0 9.5 9.5 9.5 0.0
岩槻区 (16) 43.8 25.0 56.3 56.3 0.0 12.5 12.5 6.3 12.5 0.0 0.0 0.0
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(n=227)
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①市民の文化芸術資源に対する認知度 

・文化芸術に関連する資源で在住者の認知度が

最も高いのは「大宮氷川神社」（95.1％）で、

次いで「鉄道博物館」（91.5％）。在勤者では、

順位が逆転しており、「鉄道博物館」（84.7％）、

「大宮氷川神社」（81.7％）。3 位はいずれも

「岩槻の人形」（在住 86.3％、在勤 70.9％）。

・文化芸術に関連する資源で認知度が最も低い

のは「大宮盆栽美術館」（在住 41.5％、在勤

20.0％）。ただし、在住では、前年度からの伸

び率（H23 年度 31.0％、10.5％の上昇）は全

地域資源中で最も高くなっている。加えて、

「盆栽村」の認知度は在住 74.5％、在勤

50.3％と比較的高く、平成 22 年 3 月に開館し

た「大宮盆栽美術館」の認知が進んでいる途

上にあるものと思われる。 

②さいたま市を代表する文化芸術資源として広

く発信するもの 

・文化芸術団体等調査においては、「盆栽」

（48.5％）が最も高く、次いで「鉄道」

（38.8％）。 

・市民文化芸術活動状況調査においては、「鉄道」

（61.3％）が最も高く、次いで「盆栽」

（48.7％）。 

・市民文化芸術活動状況調査の内訳を見ると、

「鉄道」については、年齢が高いほど割合が

高くなる。居住地別では、「鉄道」「盆栽」と

もばらつきが見られる（「盆栽」：桜区 24.1％

－西区 72.0％、「鉄道」：桜区 41.4％－見沼区

76.3％）。 
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①市民の文化芸術活動                                                     ②文化芸術団体等の活動 
 

Ａ－１．市民意識調査・在住［問 18］  

過去 1年間に文化芸術活動をした機会 

 

 

 

Ｃ．市民文化芸術活動状況調査［Ｑ１］  

Ｃ－１．市内での活動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｃ－２．市外での活動 

 

 

 

 

(n=223)

見沼区
1.3%

岩槻区
11.6%

大宮区
11.2%

市外
2.6%

西区
1.3%

浦和区
19.3%

桜区
11.2%

中央区
6.9%

緑区
14%

南区
6.0%

北区
14.6%

３．市民の文化芸術活動状況 ［市民意識調査、文化芸術団体等調査、市民文化芸術活動状況調査］ 
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n=

(300) 2.3 2.3 1.0 1.3 2.7 3.0 2.3 1.3 1.0 0.3 92.0

男性 (150) 4.7 2.0 1.3 2.7 4.0 2.0 2.0 2.7 1.3 0.7 92.0
女性 (150) 0.0 2.7 0.7 0.0 1.3 4.0 2.7 0.0 0.7 0.0 92.0
18-21歳 (50) 2.0 0.0 2.0 0.0 2.0 0.0 0.0 2.0 0.0 0.0 96.0
22-31歳 (50) 2.0 0.0 4.0 2.0 2.0 2.0 4.0 2.0 2.0 0.0 94.0
32-41歳 (50) 2.0 2.0 0.0 0.0 0.0 2.0 2.0 0.0 0.0 0.0 92.0
42-51歳 (50) 2.0 2.0 0.0 4.0 4.0 2.0 4.0 2.0 2.0 2.0 96.0
52-61歳 (50) 4.0 6.0 0.0 0.0 4.0 6.0 2.0 0.0 0.0 0.0 86.0
62歳以上 (50) 2.0 4.0 0.0 2.0 4.0 6.0 2.0 2.0 2.0 0.0 88.0

全体

性
別

年
齢

2.3 2.3 1.0 1.3 2.7 3.0 2.3 1.3 1.0 0.3

92.0

0%

20%

40%

60%

80%

100%

n=30以上の場合

[比率の差]

全体 +10 ﾎﾟｲﾝﾄ

全体 +5 ﾎﾟｲﾝﾄ

全体 -5 ﾎﾟｲﾝﾄ

全体 -10 ﾎﾟｲﾝﾄ

【年に数回活動するもの】
博
物
館
や
美
術
館
、

展
覧

会
等
の
観
覧

コ
ン
サ
ー

ト
や
公
演
な
ど

の
鑑
賞

祭
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
見

学 文
化
芸
術
に
関
わ
る
講
演

会
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
等
へ

の
参
加

文
化
芸
術
に
関
わ
る
学
習

機
会
（

講
座
、

教
室
等
）

へ
の
参
加

団
体
に
所
属
し
て
自
ら
が

行
う
文
化
芸
術
活
動
（

創

作
、

演
奏
等
）

団
体
に
所
属
せ
ず
自
ら
が

行
う
文
化
芸
術
活
動
（

創

作
、

演
奏
等
）

文
化
芸
術
活
動
（

創
作
、

演
奏
等
）

の
指
導

祭
や
イ
ベ
ン
ト
の
担
い
手

と
し
て
の
参
画

文
化
芸
術
に
関
わ
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ

ア
活
動

あ
て
は
ま
る
も
の
は
な
い

n=

(300) 24.3 26.3 32.7 4.7 5.0 4.7 3.7 2.0 5.0 4.7 49.3

(150) 24.0 24.7 31.3 5.3 4.7 5.3 4.0 3.3 7.3 6.7 50.7
(150) 24.7 28.0 34.0 4.0 5.3 4.0 3.3 0.7 2.7 2.7 48.0
(50) 14.0 14.0 28.0 4.0 2.0 8.0 4.0 2.0 4.0 6.0 62.0
(50) 16.0 16.0 26.0 2.0 0.0 0.0 4.0 0.0 2.0 2.0 60.0
(50) 22.0 24.0 38.0 4.0 6.0 4.0 4.0 4.0 10.0 6.0 54.0
(50) 32.0 34.0 26.0 2.0 8.0 2.0 0.0 0.0 4.0 2.0 42.0
(50) 28.0 34.0 36.0 12.0 4.0 6.0 6.0 4.0 6.0 6.0 42.0
(50) 34.0 36.0 42.0 4.0 10.0 8.0 4.0 2.0 4.0 6.0 36.0

24.3 26.3
32.7

4.7 5.0 4.7 3.7 2.0
5.0 4.7

49.3

0%

20%

40%

60%

80%

100%

n=

(300) 2.7 2.0 0.3 0.7 2.0 2.7 1.3 1.0 0.3 0.3 93.0

男性 (150) 4.7 1.3 0.0 1.3 1.3 3.3 1.3 2.0 0.7 0.7 92.0
女性 (150) 0.7 2.7 0.7 0.0 2.7 2.0 1.3 0.0 0.0 0.0 94.0
18-21歳 (50) 2.0 0.0 0.0 0.0 0.0 6.0 2.0 2.0 0.0 0.0 92.0
22-31歳 (50) 2.0 0.0 2.0 0.0 0.0 2.0 2.0 0.0 0.0 0.0 96.0
32-41歳 (50) 2.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 98.0
42-51歳 (50) 2.0 2.0 0.0 2.0 2.0 4.0 2.0 2.0 2.0 2.0 94.0
52-61歳 (50) 4.0 6.0 0.0 0.0 2.0 2.0 0.0 0.0 0.0 0.0 94.0
62歳以上 (50) 4.0 4.0 0.0 2.0 8.0 2.0 2.0 2.0 0.0 0.0 84.0

全体

性
別

年
齢

2.7 2.0 0.3 0.7 2.0 2.7 1.3 1.0 0.3 0.3

93.0

0%

20%

40%

60%

80%

100%
【月 1回以上活動するもの】 

n=

(300) 31.7 31.7 26.7 4.3 3.7 3.0 3.7 2.3 4.0 2.3 49.7

(150) 29.3 26.7 24.7 5.3 4.0 4.0 4.0 3.3 6.0 3.3 52.7
(150) 34.0 36.7 28.7 3.3 3.3 2.0 3.3 1.3 2.0 1.3 46.7
(50) 22.0 22.0 28.0 2.0 0.0 4.0 4.0 2.0 4.0 2.0 56.0
(50) 34.0 28.0 28.0 0.0 0.0 0.0 4.0 2.0 0.0 0.0 54.0
(50) 30.0 30.0 34.0 4.0 6.0 6.0 4.0 4.0 8.0 4.0 44.0
(50) 34.0 38.0 20.0 0.0 2.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 46.0
(50) 32.0 36.0 32.0 12.0 4.0 2.0 4.0 2.0 8.0 4.0 46.0
(50) 38.0 36.0 18.0 8.0 10.0 6.0 6.0 4.0 4.0 4.0 52.0

31.7 31.7
26.7

4.3 3.7 3.0 3.7 2.3 4.0 2.3

49.7

0%

20%

40%

60%

80%

100% 【年に数回活動するもの】 

①市民の文化芸術活動 

・市民意識調査より、文化芸術活動を行う頻度は、｢毎週 1 回以上｣

が 6.4％。｢毎月 1回以上｣は、｢毎週 1回以上｣を含め 15.3％。｢年

に数回程度｣は 36.2％。｢活動していない｣が 46.2％に上る。 

・市内及び市外で毎週活動している市民は、それぞれ 10％未満に

とどまる。市民意識調査の結果より、「週に 1回以上」活動する

市民が全体の 6.4％にとどまることから、市外で活動する市民が

市内でも活動するものと推測できる。 

・市内で年に数回参加する活動では｢博物館等の観覧｣(24.3％)、

｢コンサート等の鑑賞｣(26.3％)、｢祭などの見学｣(32.7％)、市

外で年に数回参加する活動としては「博物館等の観覧」

（31.7％）、「コンサート等の鑑賞」（31.7％）、「祭などの見学」

（26.7％）となっており、「博物館等の観覧」「コンサート等の

鑑賞」においては市外での体験のほうが多い。 

・年齢別では、31 歳以下の若い世代において、市内での文化芸術

活動に参加しない割合が 6割を超え高く、「博物館等の観覧」「コ

ンサート等の鑑賞」への参加が非常に少ない。市外での活動で

は、あまり顕著な差は見られない。 

②文化芸術活動団体等の活動 

・文化芸術活動団体等調査より、現在、市内の文化施設で活動を

行っている団体の特徴としては、「音楽」「茶道･華道･書道」が

多く、20 人未満の団体が半数を超える。年齢層としては、60 歳

以上が半数を超える。 

(n=244)

43.0

34.0

4.5

16.0

25.8

17.6

0% 10% 20% 30% 40% 50%

1．公民館

2．ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ

3．ﾌﾟﾗｻﾞｲｰｽﾄ、ﾌﾟﾗｻﾞｳｴｽﾄ、ﾌﾟﾗｻﾞﾉｰｽ

4．市民会館などの文化施設

5．民間施設

6．その他

活動内容 

(n=242)

芸能
5.8%

音楽
19.0%

茶道・
華道・
書道
15.3%

その他
43.0%

文学
2.5%

演劇・
舞踊
5.8%

囲碁・
将棋
0.8%

美術・
写真
7.9%

会員数 

(n=237)

10～19
人

24.9%

20～29
人

19.0%

1000人
以上
0.8%

30～39
人

8.0%

10 人未
満

28.3%

100～
999人
9.3%

50～99
人

8.0%

40～49
人

1.7%

主な年齢層

(n=230)

30歳代
3.0%

40歳代
12.2%

20歳代
3.5%

80歳以
上

1.3%

50歳代
18.3%

60歳代
35.7%

70歳代
16.5%

10歳代
9.6%

主な活動地域 

Ｂ．文化芸術団体等調査［Ｑ１～５］

主な活動場所 
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①施策に対する満足度                                                       ②現状の課題 
 

Ａ－１．市民意識調査・在住［問 10－(1)］現在の満足度         Ａ－１．市民意識調査・在住［問 10］(1)～(3)の順位           Ｃ．市民文化芸術活動状況調査［Ｑ３］ 

                                                                        さいたま市で行われる芸術文化活動の課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｂ．市民文化芸術活動団体等調査［Ｑ６］ 

 活動を行う上で困っていること 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

 

 

 

４．現状の文化芸術を取り巻く環境の満足度 ［市民意識調査、文化芸術団体等調査、市民文化芸術活動状況調査］ 

(n=223)31.4

10.8

2.7

30.0

23.3

27.8

13.9

0% 10% 20% 30% 40%

1．特にない

2．練習や活動を行う場所の不足

3．発表機会の不足

4．講師・指導者の不足

5．会員・後継者の減少

6．活動の認知度が低い

7．その他

参
加
し
た
い
活
動

が
な
い

文
化
芸
術
活
動
に

関
す
る
情
報
を
入

手
し
に
く
い

参
加
す
る
方
法
が

分
か
ら
な
い

参
加
す
る
時
間
が

な
い

日
時
の
都
合
が
合

わ
な
い

そ
の
他

n=

(300) 42.0 31.0 33.7 29.0 20.7 4.0

男性 (150) 46.0 30.0 35.3 30.7 16.0 2.7
女性 (150) 38.0 32.0 32.0 27.3 25.3 5.3
18-21歳 (50) 50.0 36.0 36.0 26.0 18.0 4.0
22-31歳 (50) 44.0 44.0 54.0 32.0 20.0 0.0
32-41歳 (50) 28.0 28.0 28.0 36.0 32.0 6.0
42-51歳 (50) 50.0 20.0 26.0 26.0 12.0 4.0
52-61歳 (50) 40.0 28.0 40.0 32.0 16.0 6.0
62歳以上 (50) 40.0 30.0 18.0 22.0 26.0 4.0

全体

性
別

年
齢

42.0

31.0 33.7
29.0

20.7

4.0

0%

20%

40%

60%

80%

100%

n=30以上の場合

[比率の差]

全体 +10 ﾎﾟｲﾝﾄ

全体 +5 ﾎﾟｲﾝﾄ

全体 -5 ﾎﾟｲﾝﾄ

全体 -10 ﾎﾟｲﾝﾄ

①施策に対する満足度 

・｢生涯学習の振興／図書館・公民館などの文化的公共施設の充実｣(満足度 2位：満足計 21.7％､

普通54.3％､不満計13.1％)、｢スポーツ･レクリエーションの振興／関連公共施設の充実｣(満

足度 3 位：満足計 16.3％､普通 55.7％､不満計 12.0％)、｢地域文化の保全／芸術文化活動の

振興｣(満足度 4位：満足計 12.6％､普通 60.0％､不満計 8.6％)において、満足度が高い。 

②文化芸術活動の課題 

・市民文化芸術活動状況調査では「参加したい活動がない」（42.0％）が最も多い。ただ、「22-31

歳」「32-41 歳」では比較的低いことから、子育て世代の満足度が高いと考えられる。 

・文化芸術活動団体等調査では、「課題は特にない」（31.4％）が最も多く、満足度が高い。次

いで、「会員・後継者の減少」（30.0％）となっている。 
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①文化芸術を活かしたまちづくりに必要な取り組み            
 

Ｂ．文化芸術活動団体等調査 

［Ｑ８］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③さいたま市を訪れるきっかけ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          

 

 

 

 

 

 

５．文化芸術を活かしたまちづくりに必要な取り組み ［市民意識調査、文化芸術団体等調査、さいたま市イメージ調査］ 

新
し
い
文
化
資
源
の
発
掘

と
育
成

伝
統
的
な
文
化
の
保
存
と

活
用

観
覧
・
鑑
賞
、

講
座
等
へ

の
参
加
機
会
の
充
実

大
規
模
な
文
化
芸
術
イ
ベ

ン
ト
の
開
催

市
民
等
の
文
化
意
識
の
高

揚 文
化
団
体
へ
の
活
動
支
援

の
充
実

後
継
者
・
若
手
の
育
成

文
化
施
設
な
ど
活
動
の
場

の
充
実

文
化
関
連
情
報
の
発
信
の

充
実

市
民

(

団
体

)

・
行
政
・

民
間
企
業
等
と
の
ネ
ッ

ト

ワ
ー

ク
の
整
備

そ
の
他

n=

(300) 30.0 39.7 33.3 31.0 17.3 11.3 26.7 22.7 18.7 12.3 2.3

男性 (150) 30.0 42.0 30.0 32.0 14.7 15.3 26.7 20.0 16.7 12.0 2.0

女性 (150) 30.0 37.3 36.7 30.0 20.0 7.3 26.7 25.3 20.7 12.7 2.7

18-21歳 (50) 42.0 44.0 32.0 42.0 12.0 12.0 32.0 20.0 12.0 6.0 2.0

22-31歳 (50) 34.0 36.0 36.0 34.0 14.0 10.0 34.0 22.0 16.0 8.0 0.0

32-41歳 (50) 40.0 38.0 32.0 28.0 6.0 4.0 24.0 24.0 24.0 18.0 4.0

42-51歳 (50) 22.0 44.0 24.0 28.0 18.0 16.0 26.0 30.0 18.0 2.0 4.0

52-61歳 (50) 24.0 32.0 40.0 28.0 22.0 12.0 16.0 24.0 18.0 22.0 0.0

62歳以上 (50) 18.0 44.0 36.0 26.0 32.0 14.0 28.0 16.0 24.0 18.0 4.0

全体

性
別

年
齢

30.0

39.7

33.3 31.0

17.3
11.3

26.7
22.7

18.7

12.3

2.3

0%

20%

40%

60%

n=30以上の場合

[比率の差]

全体 +10 ﾎﾟｲﾝﾄ

全体 +5 ﾎﾟｲﾝﾄ

全体 -5 ﾎﾟｲﾝﾄ

全体 -10 ﾎﾟｲﾝﾄ

(n=225)

31.1
28.4

15.6

37.3

33.3

40.4

18.7

10.2

4.4

10.7

21.8

0%

20%

40%

60%

新

し

い
文

化

資

源

の
発

掘

と
育

成

伝

統

的

な
文

化

の
保

存

と
活

用

観

覧

・
鑑

賞

、
講

座

等

へ
の
参

加

機

会

の
充

実

大

規

模

な
文

化

芸

術

イ

ベ
ン
ト

の

開

催

市

民

等

の
文

化

意

識

の
高

揚

文

化

団

体

へ
の
活

動

支

援

の
充

実

後

継

者

・
若

手

の
育

成

文

化

施

設

な

ど
活

動

の
場

の
充

実

文

化

関

連

情

報

の
発

信

の
充

実

市

民

(

団

体

)

・
行

政

・
民

間

企

業

等

と

の

ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク

の
整

備

そ

の
他

(n=234)17.9

6.8

28.2

24.8

88.0

1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

来訪したくなる施設やイベントがないから

さいたま市に関する情報が入手しにくいから

さいたま市をよく知らないから

さいたま市に興味がないから

さいたま市に行く機会がないから

その他　

Ｄ．さいたま市イメージ調査 

［Ｑ３］さいたま市を来訪しない理由 

外
食

シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ

公
園
や
広
場
等
の
利
用

ハ
イ
キ
ン
グ
や
ウ
ォ
ー

キ

ン
グ

キ
ャ

ン
プ
や
バ
ー

ベ

キ
ュ
ー

ス
ポ
ー

ツ
へ
の
参
加
・
観

戦 趣
味
や
創
作
に
関
わ
る
教

室 コ
ン
サ
ー

ト
や
演
劇
な
ど

の
鑑
賞

博
物
館
・
美
術
館
の
観
覧

文
化
財
な
ど
の
見
学

寺
社
参
詣

祭 花
見
・
そ
の
他
の
植
物
な

ど
の
鑑
賞

釣
り

自
然
観
察
や
環
境
学
習
に

関
わ
る
催
し

音
楽
に
関
わ
る
催
し

美
術
に
関
わ
る
催
し

盆
栽
・
漫
画
・
人
形
・
鉄

道
な
ど
さ
い
た
ま
市
ら
し

い
文
化
に
関
わ
る
催
し

工
場
見
学
や
産
業
遺
産
な

ど
を
テ
ー

マ
に
し
た
催
し

特
に
な
い

そ
の
他

n=

(700) 10.4 19.7 7.0 6.4 3.7 13.4 3.1 21.6 14.0 6.0 8.9 5.3 11.1 1.4 3.4 7.1 3.4 4.6 4.7 27.1 12.6

男性 (350) 9.4 16.9 5.7 6.0 3.1 18.3 2.6 19.4 16.6 7.1 9.7 4.3 8.3 2.3 2.6 5.7 3.1 4.9 4.6 30.6 10.9

女性 (350) 11.4 22.6 8.3 6.9 4.3 8.6 3.7 23.7 11.4 4.9 8.0 6.3 14.0 0.6 4.3 8.6 3.7 4.3 4.9 23.7 14.3

18-21歳 (100) 12.0 35.0 9.0 5.0 6.0 15.0 3.0 29.0 17.0 7.0 5.0 10.0 6.0 1.0 4.0 12.0 6.0 3.0 3.0 21.0 10.0

22-31歳 (100) 18.0 35.0 15.0 5.0 7.0 16.0 1.0 34.0 9.0 6.0 6.0 9.0 6.0 2.0 4.0 11.0 4.0 3.0 6.0 14.0 14.0

32-41歳 (100) 10.0 23.0 7.0 1.0 7.0 18.0 5.0 18.0 13.0 6.0 7.0 4.0 9.0 4.0 3.0 5.0 1.0 5.0 5.0 29.0 9.0

42-51歳 (100) 8.0 15.0 5.0 1.0 3.0 16.0 3.0 22.0 12.0 2.0 4.0 3.0 3.0 1.0 2.0 4.0 0.0 4.0 5.0 36.0 14.0

52-61歳 (100) 10.0 12.0 3.0 7.0 1.0 13.0 3.0 19.0 19.0 4.0 10.0 3.0 12.0 1.0 2.0 6.0 4.0 2.0 3.0 34.0 11.0

62-71歳 (100) 11.0 13.0 3.0 14.0 2.0 9.0 4.0 16.0 15.0 7.0 14.0 4.0 24.0 0.0 6.0 9.0 6.0 5.0 6.0 24.0 16.0

72歳以上 (100) 4.0 5.0 7.0 12.0 0.0 7.0 3.0 13.0 13.0 10.0 16.0 4.0 18.0 1.0 3.0 3.0 3.0 10.0 5.0 32.0 14.0

毎週1回以上 (12) 16.7 75.0 25.0 0.0 8.3 33.3 8.3 25.0 8.3 8.3 8.3 8.3 8.3 0.0 0.0 0.0 0.0 8.3 0.0 0.0 8.3

毎月1回以上 (31) 29.0 41.9 9.7 12.9 0.0 6.5 3.2 12.9 6.5 3.2 12.9 3.2 12.9 0.0 12.9 6.5 0.0 9.7 0.0 9.7 25.8

過去に数回 (423) 11.1 18.7 7.3 6.1 2.8 13.7 2.4 21.3 13.9 5.0 9.9 5.0 10.2 1.4 2.6 7.1 2.8 5.0 3.5 21.3 17.7

訪れたことはない (234) 6.4 15.8 5.1 6.4 5.6 12.8 4.3 23.1 15.4 8.1 6.4 6.0 12.8 1.7 3.8 7.7 5.1 3.0 7.7 41.5 1.7

さいたま市を除く埼玉県 (84) 25.0 47.6 13.1 2.4 1.2 11.9 9.5 25.0 15.5 3.6 10.7 4.8 8.3 0.0 2.4 8.3 3.6 6.0 3.6 15.5 14.3

東京都 (268) 6.7 14.6 7.5 7.1 4.9 11.6 2.6 22.4 12.3 5.6 10.4 7.5 12.3 1.5 3.4 7.8 3.7 3.4 3.7 28.0 13.1

神奈川県 (173) 6.9 10.4 6.4 8.7 5.2 12.1 1.2 14.5 11.6 7.5 9.8 4.6 14.5 1.7 4.0 4.0 2.3 2.9 7.5 30.1 13.3

千葉県 (106) 11.3 19.8 2.8 4.7 1.9 16.0 1.9 17.9 16.0 5.7 6.6 3.8 7.5 0.9 1.9 4.7 3.8 5.7 2.8 30.2 9.4

茨城県 (30) 13.3 30.0 6.7 10.0 3.3 16.7 3.3 30.0 16.7 3.3 0.0 0.0 6.7 6.7 10.0 13.3 3.3 10.0 6.7 30.0 6.7

群馬県 (19) 21.1 31.6 10.5 5.3 0.0 36.8 5.3 57.9 36.8 15.8 5.3 0.0 15.8 0.0 5.3 15.8 10.5 10.5 0.0 5.3 21.1

栃木県 (20) 10.0 25.0 0.0 0.0 0.0 15.0 5.0 30.0 15.0 5.0 0.0 5.0 0.0 0.0 0.0 15.0 0.0 10.0 10.0 40.0 10.0

訪
問
経
験

居
住
地
区

全体

性
別

年
齢

10.4

19.7

7.0 6.4
3.7

13.4

3.1

21.6

14.0

6.0
8.9

5.3

11.1

1.4
3.4

7.1

3.4 4.6 4.7

27.1

12.6

0%

20%

40%

n=30以上の場合

[比率の差]

全体 +10 ﾎﾟｲﾝﾄ

全体 +5 ﾎﾟｲﾝﾄ

全体 -5 ﾎﾟｲﾝﾄ

全体 -10 ﾎﾟｲﾝﾄ

Ｄ．さいたま市 

イメージ調査 

［Ｑ４］ 

Ａ－２．市民意識調査・在勤 

［問 5-1］市内に立ち寄る目的 

Ｃ．市民文化芸術 

活動状況調査 

［Ｑ５］ 

②行いたい文化芸術活動 

Ａ－１．市民意識調査・在住 

［問 17］ 

参加している、 

参加したい 

文化芸術活動 

［問 19］ 

市内で行いたい

文化芸術活動 

①文化芸術を活かしたまちづくりの

取り組み 

・文化芸術活動団体等調査では「文化

施 設 な ど の 活 動 の 場 の 充 実 」

（40.4％）、次いで「文化団体への

活動支援の充実」（37.3％）。 

・市民文化芸術活動状況調査では、「伝

統 的 な 文 化 の 保 存 と 活 用 」

（39.7％）、次いで「観覧等への参

加機会の充実」（33.3％）、「大規模

な 文 化 芸 術 イ ベ ン ト の 開 催 」

（31.0％）、「新しい文化資源の発掘

と育成」（30.0％）の順。 

②行いたい文化芸術活動 

・市民意識調査より、参加している、参加したい

分野としては「音楽」（29.8％）、「美術・写真」

（21.3％）などが高い。 

・市内で行いたい活動としては、「一流の芸術の鑑

賞」（45.8％）が特に高い。 

③さいたま市を訪れるきっかけ 

・在勤者では「買い物」(66.6％)、「飲食」（63.8％）

が特に多い。 

・さいたま市イメージ調査において市外居住者は、

「コンサート等の鑑賞」（21.6％）、「ショッピン

グ」（19.7％）などのきっかけがあれば来訪する

可能性があると答えている。 
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●調査結果のまとめ 

分析項目 回答概要 分  析 

①さいたま市の 

イメージ 
・市民意識調査において最も多いのは、「交通の利便性が高いまち」で、次いで、「スポーツの盛んなまち」。上位の順位に

ついて、在住・在勤で大きな違いは見られない。一方、「文化的なまち・芸術のまち」という回答は、在住 13.7％（18 件

中 10 位、前年度比↑）、在勤 12.5％（18 件中 8位、前年度比↓）で、大きな違いは見られない。 

・市外居住者によるさいたま市のイメージは、市民と比べてそれぞれの割合は低いものの、全体的な傾向においては大きな

違いは見られない。「文化的なまち・芸術のまち」は、4.6％で 18 件中 10 位。 

・さいたま市のイメージについて「特に何も思い浮かばない」と答えた市外居住者は、全体の 25.4％に上る。属性別で特

に高いのは、「42-51 歳」（36.0％）、「来訪経験がない」（38.9％）、「東京都・神奈川県・千葉県居住者」（28.4～29.5％）。

１． 

さいたま市

のイメージ

と魅力 

②さいたま市の 

魅力 
・市民によるさいたま市の魅力で最も多いのは、「都心に近い」で、次いで「交通の便が良い」。「文化施設が多い」は、在

住 12.6％、在勤 10.3％で、順位は低いものの、前年度に比べ上昇している。 

・「コンサートやイベントが多い」は、在住 16.4％、在勤 27.3％で、在勤のほうが高くなっている。 

｢文化的なまち・芸術のまち｣のイメージは、市民及び関東地域の居住

者ともに低い。一方で、｢交通の利便性が高いまち｣のイメージが市内

外に定着していることから、来訪促進には有利であると言える。 

市民及び在勤者によるさいたま市の魅力として、｢都心に近い｣｢交通の

便が良い｣などが挙げられている。｢コンサートやイベントの多さ｣は在

勤者から評価が高いことから、在勤者の多い周辺市町村への広報強化

により、集客力向上の可能性が高い。 

さらに、関東地域居住者でさいたま市に対して具体的なイメージを持

たない人が 25％以上見られることから、新たな魅力の発信により、認

知度の向上と都市イメージの構築が求められる。 

①市民の文化芸術

資源に対する認

知度 

・文化芸術に関連する資源で在住者の認知度が最も高いのは｢大宮氷川神社｣(95.1％)で、次いで｢鉄道博物館｣（91.5％）。

在勤者では順位が逆転し、｢鉄道博物館｣(84.7％)、｢大宮氷川神社｣(81.7％)。3位はいずれも｢岩槻の人形｣(在住 86.3％､

在勤 70.9％)。 

・文化芸術に関連する資源で認知度が最も低いのは「大宮盆栽美術館」（在住 41.5％、在勤 20.0％）。ただし、在住では、

前年度からの伸び率（H23 年度 31.0％、10.5％の上昇）は全地域資源中で最も高くなっている。加えて、「盆栽村」の認

知度は在住 74.5％、在勤 50.3％と比較的高く、平成 22 年 3 月に開館した「大宮盆栽美術館」の認知が進んでいる途上に

あると思われる。 

２． 

さいたま市

を代表する

文化芸術資

源 

②さいたま市を代

表する文化芸術

資源として広く

発信するもの 

・文化芸術団体等調査においては、「盆栽」（48.5％）が最も高く、次いで「鉄道」（38.8％）。 

・市民文化芸術活動状況調査においては、「鉄道」（61.3％）が最も高く、次いで「盆栽」（48.7％）。 

・市民文化芸術活動状況調査の内訳を見ると、「鉄道」については、年齢が高いほど割合が高くなる。居住地別では、「鉄道」

「盆栽」ともばらつきが見られる（「盆栽」：桜区 24.1％－西区 72.0％、「鉄道」：桜区 41.4％－見沼区 76.3％）。 

さいたま市の魅力ある資源（盆栽、漫画、人形、鉄道）に関するもの

のうち、認知度が高いのは、「鉄道博物館」と「岩槻の人形」（「漫画」

に関する選択肢は設定されていない）。 

一方で、さいたま市を代表し広く発信すべき資源としては、「盆栽」と

「鉄道」が高い支持を集めている。その他の資源としては、「音楽」へ

の参加者も多く、支持を集めている。さいたま市の魅力ある資源であ

る「人形」「漫画」については、「音楽」を下回っている。「鉄道」「盆

栽」も各区で評価にばらつきが見られ、魅力ある資源の価値を伝える

活動を継続し市内での浸透を推進する必要がある。 

①市民の 

文化芸術活動 
・市民意識調査より、文化芸術活動を行う頻度は、｢毎週1回以上｣が 6.4％。｢毎月 1回以上｣は、｢毎週 1回以上｣を含め15.3％。

｢年に数回程度｣は 36.2％。｢活動していない｣が 46.2％に上る。 

・市内及び市外で毎週活動している市民はそれぞれ 10％未満にとどまる。市民意識調査の結果より、「週に 1回以上」活動

する市民が全体の 6.4％にとどまることから、市外で活動する市民が市内でも活動するものと推測できる。 

・市内で年に数回参加する活動では｢博物館等の観覧｣(24.3％)、｢コンサート等の鑑賞｣(26.3％)、｢祭などの見学｣(32.7％)、

市外で年に数回参加する活動としては「博物館等の観覧」（31.7％）、「コンサート等の鑑賞」（31.7％）、「祭などの見学」

（26.7％）となっており、「博物館等の観覧」「コンサート等の鑑賞」においては市外での体験のほうが多い。 

・年齢別では、31 歳以下の若い世代において、市内での文化芸術活動に参加しない割合が 6割を超え高く、「博物館等の観

覧」「コンサート等の鑑賞」への参加が非常に少ない。市外での活動では、あまり顕著な差は見られない。 

３． 

市民の文化 

芸術活動状

況 

②文化芸術活動 

団体等の活動 
・文化芸術活動団体等調査より、現在、市内の文化施設で活動を行っている団体の特徴としては、「音楽」「茶道･華道･書道」

が多く、20人未満の団体が半数を超える。年齢層としては、60歳以上が半数を超える。 

文化芸術活動を日常的に行う市民はごく一部にとどまり、全く活動し

ない市民も半数近く見られる。 

年に数回活動するものとしては、「博物館等の観覧」「コンサート等の

鑑賞」「祭などの見学」など受動的な活動が主体であり、市内外で活動

を行っている。「自らが行う文化芸術活動」「ボランティア活動」など

能動的な活動への参加は、市内外とも 5％未満にとどまる。市内と市

外とで大きな違いはないが、「博物館」「コンサート」は市外が高く、

「祭」は市内が高い。 

31 歳以下は全般的に参加が少なく、市内での「博物館等」「コンサー

ト等」への参加が特に低いことから、若者への働きかけが課題。 

①施策に対する 

満足度 
・｢生涯学習の振興／図書館・公民館などの文化的公共施設の充実｣(満足度 2位：満足計 21.7％､普通 54.3％､不満計 13.1％)、

｢スポーツ･レクリエーションの振興／関連公共施設の充実｣(満足度 3位：満足計 16.3％､普通 55.7％､不満計 12.0％)、｢地

域文化の保全／芸術文化活動の振興｣(満足度 4位：満足計 12.6％､普通 60.0％､不満計 8.6％)において、満足度が高い。

４． 

現状の文化

芸術を取り

巻く環境の

満足度 

②文化芸術活動の

課題 
・市民文化芸術活動状況調査では「参加したい活動がない」（42.0％）が最も多い。ただ、「22-31 歳」「32-41 歳」では比較

的低いことから、子育て世代の満足度が高いと考えられる。 

・文化芸術活動団体等調査では、「課題は特にない」（31.4％）が最も多く、満足度が高い。次いで、「会員・後継者の減少」

（30.0％）となっている。 

これまで推進してきた施設整備や文化芸術活動振興に対して、市民か

ら一定の評価は得られているものの、前述(１－①参照)のとおり、｢文

化的なまち・芸術のまち｣としての都市イメージにつながっておらず、

都市イメージを高める取り組みが課題である。 

また、文化芸術活動団体等からは、「文化施設などの活動の場の充実」

（５－①参照）を求める意見が見られる。 

①文化芸術を活か

したまちづくり

の取り組み 

・文化芸術活動団体等調査では｢文化施設などの活動の場の充実｣(40.4％)、次いで｢文化団体への活動支援の充実｣(37.3％)。

・市民文化芸術活動状況調査では、｢伝統的な文化の保存と活用｣(39.7％)、次いで｢観覧等への参加機会の充実｣(33.3％)、

｢大規模な文化芸術イベントの開催｣（31.0％）、｢新しい文化資源の発掘と育成｣(30.0％)の順。 

②行いたい 

文化芸術活動 
・市民意識調査より、参加している、参加したい分野としては「音楽」（29.8％）、「美術・写真」（21.3％）などが高い。 

・市内で行いたい活動としては、「一流の芸術の鑑賞」（45.8％）が特に高い。 

５． 

文化芸術を

活かしたま

ちづくりに

必要な取り

組み  
③さいたま市を 

訪れるきっかけ 
・在勤者では「買い物」(66.6％)、「飲食」（63.8％）が特に多い。 

・さいたま市イメージ調査において市外居住者は、「コンサート等の鑑賞」（21.6％）、「ショッピング」（19.7％）などのきっ

かけがあれば来訪する可能性があると答えている。 

｢伝統的な文化の保存と活用｣｢観覧等への参加機会の充実｣に加え、｢大

規模な文化芸術イベントの開催｣や｢新しい文化資源の発掘と育成｣な

ど新たな文化芸術に関する取り組みが求められている。人気のある分

野としては｢音楽｣｢美術・写真」などで、｢一流の芸術の鑑賞｣の機会が

求められている。 

また、利便性の高いまちという都市イメージを活かし、コンサートや

ショッピングなどを目的にした市外からの来訪促進が可能である。 
 


